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ーー
ク
メ
ー
ル
文
字
の
文
字
コ
ー
ド
問
題
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
、

そ
も
そ
も
そ
の
き
っ
か
け
は
？

　
た
ま
た
ま
な
ん
で
す
が
、
僕
が
博
士
課
程
時
代
に
非
常
勤
の
研
究

員
を
し
て
い
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
会
と
い
う
財
団
か
ら
久
し
ぶ
り

に
声
を
か
け
ら
れ
た
ん
で
す
。
「
ア
ジ
ア
の
国
の
中
に
は
、
ま
だ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
分
た
ち
の
文
字
が
使
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と

い
う
問
題
を
扱
う
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
く
れ
、
と
い
う
こ
と

で
。
か
つ
て
財
団
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
世
話
を
し
て
い
た
こ
と

を
見
込
ま
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
、
き
っ
か
け
で
す
。

ーー
そ
の
後
、
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
ク
メ
ー
ル
文
字
コ
ー
ド

の
問
題
と
は
？

　
1
9
9
9
年
に
初
め
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
視
察
に
行
っ
て
、
現
地
で

使
わ
れ
て
い
る
ク
メ
ー
ル
文
字
が
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
は
正
し
い
形

で
見
え
ず
、
入
力
も
デ
ー
タ
交
換
も
面
倒
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
出
身
者
を
含

む
メ
ン
バ
ー
で
策
を
考
え
ま
し
た
。
当
初
は
、
実
装
は
外
注
す
る
予

定
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
お
金
が
取
れ
な
く
て
、
僕
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
2
0
0
0
年
１
月
に
プ
ノ
ン
ペ
ン

で
開
催
さ
れ
た
国
際
ク
メ
ー
ル
学
会
で
そ
れ
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
、

幸
い
と
て
も
好
評
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
僕
た

ち
の
提
案
を
ベ
ー
ス
に
、
ま
ず
は
文
字
コ
ー
ド
の
国
内
標
準
を
制
定

す
る
お
手
伝
い
を
し
始
め
た
ん
で
す
。

　
こ
こ
か
ら
が
問
題
な
ん
で
す
が
、
実
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
も
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
、ク
メ
ー
ル
文
字
コ
ー
ド
の
国
際
標
準
が
既
に
決
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・

ユ
ー
ザ
ー
を
入
れ
ず
に
外
国
人
だ
け
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、

様
々
な
誤
解
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
公
式

に
抗
議
し
て
、当
然
す
ぐ
に
修
正
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、と
ん
で
も
な
か
っ
た
で
す
ね
。ISO

/IEC JT
C1/SC2/W

G
2

の
会
議
や
、
ユ
ニ
コ
ー
ド
の
会
議
に
文
書
を
送
っ
た
り
出
席
し
た
り

し
た
け
れ
ど
、
一
度
決
め
た
も
の
は
変
え
ら
れ
な
い
と
繰
り
返
さ
れ

、
時
に
は
怒
鳴
ら
れ
た
り
し
た
ん
で
す
。
結
局
、
一
部
の
要
求
は
認

め
ら
れ
た
も
の
の
、
ク
メ
ー
ル
文
字
の
特
徴
に
関
わ
る
最
も
中
心
的

な
要
求
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。W

T
O

-T
BT

協
定
な
ど
で
、

国
際
標
準
を
決
め
る
時
は
、
特
に
途
上
国
に
配
慮
し
て
、
全
当
事
者

の
参
加
を
求
め
る
こ
と
が
、
大
き
な
規
範
と
し
て
あ
る
ん
で
す
け
ど

、
そ
れ
が
守
ら
れ
ず
に
起
き
た
問
題
な
ん
で
す
。

ーー
こ
の
問
題
に
関
わ
り
、
ご
自
身
の
研
究
活
動
に
変
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

　
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
大
い
に
あ
り
ま
す（
笑

政
治
で
武
力
紛
争
の

っ
た

東京大学
大学院情報学環
学際情報学府



11

「ちょっと肩入れすると、のめりこんじゃうところがあるんです。文字コードのこともそう。

　理性的というより感情的なのかな」との自己評価。クメール文字コードの問題を、原田助教授に聞いてみた。

原田至郎助教授 インタビュー

■クメール文字の文

字コード問題を扱う

ことになった、そもそ

もそのきっかけは？

　たまたまなんです

が、僕が博士課程時

代に非常勤の研究員

をしていたアジア太

平洋研究会という財

団から久しぶりに声

をかけられたんです。

「アジアの国の中には、

まだコンピュータで

自分たちの文字が使

えないところがある」という問題を扱うから、メンバーに

入ってくれ、ということで。かつて財団のコンピュータ関

係の世話をしていたことを見込まれたらしいんですね。そ

れが、きっかけです。

■その後、深く関わることになったクメール文字コード

の問題とは？

　1999年に初めてカンボジアへ視察に行って、現地で使わ
れているクメール文字が、コンピュータ上では正しい形で

見えず、入力もデータ交換も面倒だということがわかった

んです。それを改善するために、カンボジア出身者を含む

メンバーで策を考えました。当初は、実装は外注する予定

だったんですけど、お金が取れなくて、僕がプログラムを

組むことになったんです。2000年１月にプノンペンで開催
された国際クメール学会でそれを発表したところ、幸いと

ても好評で、カンボジア政府からも評価され、僕たちの提

案をベースに、まずは文字コードの国内標準を制定するお

手伝いをし始めたんです。

　ここからが問題なんですが、実は、カンボジア政府も知ら

ないところで、クメール文字コードの国際標準が既に決め

られていたことが判ったんですね。これは、ネイティヴ・

ユーザーを入れずに外国人だけによって作られたもので、

様々な誤解に基づいているものでした。カンボジアが公式

に抗議して、当然すぐに修正してもらえると思っていたので

すが、とんでもなかったですね。 I S O / I E C  
JTC1/SC2/WG2の会議や、ユニコードの会議に文書を送っ

たり出席したりしたけれど、一度決めたものは変えられな

いと繰り返され、時には怒鳴られたりしたんです。結局、

一部の要求は認められたものの、クメール文字の特徴に関

わる最も中心的な要求は認められませんでした。WTO-
TBT協定などで、国際標準を決める時は、特に途上国に配
慮して、全当事者の参加を求めることが、大きな規範とし

てあるんですけど、それが守られずに起きた問題なんです

。

■この問題に関わり、ご自身の研究活動に変ったことが

ありますか？

 めちゃくちゃ大いにあります（笑）。僕はもともと、国際政
治で武力紛争のことをやっているんです。統計分析をやっ

たりして。でも現場を見ているわけではないんですね。も

ちろん戦場に行くのもコワイし。それが一度、現場を見て

しまうと、現場を知らずに書くことの難しさを感じました

ね。「百聞は一見にしかず」で、その場の空気を感じたか

否かでは全く違うんです。もちろん、部外者が書くことに

積極的な意義もあると思います。ただ、具体的にみんなに

影響を与えるような政策に関わることになったときには、

凄く怖さを感じました。これが現場なんですね。

　それと、国際関係とは、決して政府と政府だけの関係で

はない、それ以外のいろんなアクターも一緒に形作ってい

るのだなと。特に、科学技術に関わる分野では、国境を越

えた専門家のネットワークで決まっているようなところが

あり、またNGO/NPOが果たす役割もある。国単位で見て
いたら捉えきれない、ということを再認識しましたね。

　最初は単なるボランティアのつもりだったんですが、専

門の国際政治に、こんなにはねかえってくるとは思ってな

かったです。現場に行けたし、non-governmental 
actorの実態や重要性を認識できた、新しい分野や視点に目
を開かせてくれたし、結果的にはかなりプラスになったと

思いますね。

　文字コードの問題は、文化にも大きな影響を与えること

があると思っているんです。先日、東欧からの学生と話を

したんですが、インターネットを使うようになってから、

文字の書き方が変ってしまったって言うんですよ。カンボ

ジアでもそうなんです。既存の文字コードやその実装で書

ける文字しか使わなくなり、それが伝統的な文字の形、書

き方と異なっていても、堂々と新聞や、雑誌、教科書に使

われているから、子どもたちだってそれが正しいと思って

INTERVIEW
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今年度、着任した助手の方の自己紹介です。
小林 真輔助手

　皆様、はじ

めまして。10月

16日より坂村

研究室の助手

として働くこ

とになりまし

た。ここに来る前は、大阪大学

にて学部、修士課程、博士課程

を修了した後、今年の4月より

特任教員として働いておりま

した。主な研究分野としては、

コンピュータ・アーキテクチャ、

LSI設計手法、組み込みシス

テム、コンパイラなどになりま

す。今後はユビキタスネットワ

ークにおけるシステムの研究

にチャレンジしていきたいと

思っています。東京での生活

も初めてということもあり、い

ろいろわからないことが多い

ので、何かとご教授いただけ

れば幸いです。よろしくお願

いいたします。

清原 聖子助手

　はじめまし

て。私は、「情

報社会分野」

の新任助手で、

濱田先生の研

究室に所属し

ています。こちらへ来るまで

は、慶応大学大学院法学研究

科で、現在東大大学院法学政

治学研究科教授の久保先生

にご指導いただき、アメリカ政

治の研究をしていました。

また国際通信経済研究所で

は、主にアメリカのデジタ

ル・ディバイド解消政策に

ついて共同研究を行ってき

ました。現在、アメリカ政

治の立場から現代アメリカ

の通信政策をめぐる政治過

程の研究に取り組んでいま

す。どうぞよろしくお願い

いたします。

坂田 邦子助手

　社会情報研

究所から流動

助手として異

動してきまし

た。学部時代

は国際関係学

を専攻していましたが、社

会人経験、イギリス留学など

紆余曲折を経て、現在は、

アジアにおけるメディア文

化とメディア実践に関する

研究をしていす。最近では

海外と共同で映像制作のプ

ロジェクトを行うなど、頭

よりも身体を酷使しながら

がんばっています。趣味は

テレビを見ることと世界中

のおいしいものを食べるこ

と。どうぞよろしく！

竹之内 禎助手

　東京生まれ

の地方育ち。

北海道には7

年いました。

法政大学哲学

科、図書館情

報大学（現筑波大学）大学院

で情報の思想・学説史を中

心に勉強してきました。博

論ではハイデガー、ガダマー

の流れを引くドイツの情報

学者ラファエル・カプーロの

議論を扱いました。学生時

代に一年間休学し、ドイツに

住みながらオランダ、ベルギ

ーまで時速二百キロで「通

勤」していました。愛読書は

V・E・フランクルで原書も集

めています。よろしくお願

いいたします。

宮尾 祐介助手

　現在は、自

然言語の言語

学的・数理的

モデルをコン

ピュータ上に

実装する研究

を行なっています。自然言語

は、人間の知的活動において

絶対必要不可欠なものなの

ですが、あまりにも当たり前の

存在のため、その重要性が一

般にはあまり認知されていな

いところです。特に私が研究

している計算言語学とは、

コンピュータというツールを

使って、言語のモデル化、

さらにモデルの科学的検証

を実世界データで行なうと

いうとても興味深い分野だ

と考えています。

　Ecole Centrale Parisは、フ

ランス・パリの南側郊外に位置す

る工科大学です。フランスの教

育制度でいうと、グランゼコール

という種類の大学になります。私

は現在、こちらの応用数学科の

研究室に在籍しています。

　留学の直接のきっかけとなっ

たのは、東大工学系研究科の国

際交流室による提携大学留学制

度説明会です。漠然と留学に関

心はあったので聞きに行ったの

ですが、Ecole Centrale Paris

で修士課程相当の1年間のコー

スワークがあるということを知り

ました。私は既に博士課程に進

学していたのですが、基礎力に

不安があったこともあってこの

内容に興味を持ち、出願しました。

新領域や学際情報の学生でも工

学系に関連する研究室の学生は

出願出来るそうですので、興味

のある人は国際交流室を訪ねて

みると良いでしょう。

　実際にフランスの大学に来て

みると、私は既に修士号を持って

いるということでコースワークで

はなく研究室での研究を、望む

ならばコースワークの授業も聴

講できるということをほぼ決定

事項として勧められ、その形をと

ることになりました。専攻は電

子・情報を希望していたのです

が私が専門としているVirtual 

Realityの3次元画像はこちらで

は応用数学であるなど、コース

自体も元々希望していたものと

は少し違ったものになったので

すが、とりあえずスタートして3

ヶ月が過ぎました。最初の2ヶ月

はやはり生活するだけで大変だ

ったのですが、最近は少し慣れ

てきたようで、平日は研究室で

こちらで行われている研究につ

いて学び、友達も出来て休日は

食事に誘ってもらったりしてい

ます。

　私はフランス語自体もおぼつ

かなく、1年間という期間でどれ

だけ成果のあることが出来るの

かは未だ全くわからないのです

が、この機会を充実したものとし

て生かしていければと考えてい

ます。

鳥羽 美奈子（原島・苗村研Ｄ１）
Ecole Centrale Paris（フランス）

松村 誠一郎（荒川研Ｄ１）
Koninklijk Conservatorium Institute of Sonology（オランダ）

　9月からオランダのKoninklijk 

Conservatorium Institute of 

Sonology（ハーグ王立芸術院ソ

ノロジー研究所）に留学していま

す。ここは電子音楽や実験音楽・

音響制作のための組織で、その

研修コースには世界各国から集

まった学生、研究者、アーティスト

が在籍して授業を受けています。

講義はすべて英語で行われ、電

子音楽の基礎から応用に関わる

内容です。ここでは新しい音楽

の形を模索することが重要であ

り、学生ひとりひとりが挑戦して

います。授業ではそのためのヒ

ントを与えるという姿勢を一貫

して取っています。つまり、先生

が興味を持ちつづけてきたトピ

ックと長年の経験で体得した技

術、知識を公開し、学生はそれを

受けて自分の中に吸収するもの

を選択、作品に反映させていく

のです。

　私がこのInstitute of Sono-

logyに留学したきっかけは、毎年

"DSPサマースクール"（岐阜、

IAMAS主催）に参加したことに

あります。来日したInstitute of 

Sonology の方が非常に面白い

講義を行なっていました。1年半

前にアイルランドでの国際会議

でその講師の方に再会したのを

きっかけにコンタクトを取り、留

学の意志を伝えて詳しい内容を

メールなどで尋ねました。今回

の留学費用は、幸運にも合格し

た文化庁新進芸術家海外派遣制

度によってサポートされていま

す。現在はようやく生活も落ち着

き、いよいよこれから本格的に制

作を開始するといった感じです。

海外からのリポート 海外修学中の方からのリポートです。この秋からの海外、「本格的な活動は、これから」という
二人ですが、どのような経緯で海外で学ぶことにしたのか報告していただきました。

着任助手紹介
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 あかちゃんプロジェクト 
アフォーダンスの動画データベースの構築

3

環境　 身体系メディアを創る

　「あかちゃんプロジェクト」は学外スペースの入口に陣取っていま

す。メンバーは6名の院生（学府2、教育学研究科4）と佐々木です。

内容を紹介します。

　ほぼ2年前、第1子が誕生した2家族に「あかちゃんにまつわる日

常の出来事をＤＶカメラで記録してください」とお願いしました。週

1時間ぐらい、着替え、食事、入浴、遊び、訪問、外出などがご家族

によって記録されました。テープは100本を越えました。はじめは

仰向けに寝かされて、からだのあちこちを揺らしていただけのあかち

ゃんは、いまはスプーンで食事をして、公園でボールを蹴って遊んで

います。変化は目ざましいです。

　ヒトは変わるものであり、変わらないものです。変化と持続、二つ

が渾然と一体になって、一人のヒトの個性が成立します。この現象を

心理学では「発達」とよびます。「発達」を理解することはなかなか難

しいことで熟練が必要です。変化の原因や、持続する構造、それぞれ

についての研究はありますが、その二つを同時に扱える理論もないし、

「発達」そのものを表現する方法もまだありません。

　たくさんのＤＶの中には「発達」が記録されているはずです。それ

に誰でも容易にアクセスできる方法はないものかと考えました。そし

て昨年「映像データベース」をつくろうと思い立ち「あかちゃんプロ

ジェクト」が結成されました。映像のサンプリングに工夫を凝らして

います。私たちが議論を重ねながら蒐集しているのは「行為と環境が

一体となった単位（アフォーダンス）」です。

　たとえば「段差─移動」と

いう単位があります。頸がす

わるとあかちゃんは全身をひ

ねって自分で寝返りを練習し

ます。なかなかうまくいき

ませんが、ベビー布団と床

のわずかな「段差」が回転をうながして、成功することがあります。

初期のはいはいは、もたもた遅いのですが、畳とフローリングの部屋

の十センチぐらいの「段差」を降りようとする時に、はずみがついて

思わぬ速度がでることがあります。あかちゃんはそういう機会に両手

足の協調のリズムを創発するようです。立って歩くきっかけを与える

のも「段差」です。立ったときにちょうど手を置ける、座卓表面、階

段の一段目、ソファーの座面などの高さを使って、立ち姿勢のバラン

スが徹底的に練習されます。これらはほんの一例ですが、地面との様

々な高さの差が新しい移動方法の獲得をうながしています。段差には

移動のアフォーダンスがあります。

　たとえばこのデータベースの利用者が「段差」というキーワードを

クリックすると、段差の周囲であかちゃんに起こった、数十秒から数

分の行為が画面に何十も登場してくる。そういう動画データベースを

つくりたいと思っています。

　床（地面）、壁、穴、衣服、ヒモ、遮蔽、液体、顔……など、キー

ワードは増えつづけています。これらの言葉の意味がこのデータベー

スではあかちゃんのたくさんの行為で定義されるわけです。映像規模

は1000くらいにはなる予定です。

　子どもに興味のある方はもちろんですが、ロボット研究者、建築家、

アニメータなどの皆さんにも使ってもらいたいと思っています。言葉

ではなくて「視覚による心理学」の試みのつもりです。データベース

にもビジュアルにも詳しい学環・学府の皆さんからのご示唆がいただ

ければうれしい限りです。

PROJECTPROJECT
写真選択：高橋綾　教育学研究科博士課程Akachan Project
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「学環・学府」は、情報学環の日々の活動を、より多くの方に
知っていただくものです。企画室では、研究室の活動報告、
イベント予定など、あらゆる情報をお待ちしています！
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BOOKS
石田英敬教授著の本刊行
　テレビ、広告、写真、アート、建築、サイバース

ペース……さまざまなメディアを通してつくりださ

れる私たちの世界の意味とは何か？　ソシュールと

パースを源流として展開した記号の知によって、身

のまわりにみられる意味現象のメカニズムを解き明

かし、意味批判力の獲得を提唱する書。

「記号の知/メディアの知：日常生活批判のためのレ

ッスン」/石田英敬著/東京大学出版会

吉見俊哉教授（社会情報研究所）、水越伸助教授翻訳の本
　19世紀後半、当時の人々が電信・電話・ラジオという新し

いテクノロジーに抱いた夢と創造力を明らかにする一方、

電気が家族や地域といった共同体のあり方を組み替え、人

種、地域、性差などの社会差別をも新たに生み出したさま

を丹念に描きだす。‘80年代に出版されたメディア史を

代表する作品の翻訳。

「古いメディアが新しかった時：19世紀末社会と電気テクノロジー」/

キャロリン・マーヴィン著／吉見俊哉・水越伸・伊藤昌亮訳/新曜社

佐倉統助教授の本刊行
　佐倉助教授とフリーライターの田端到氏が、対談し

つつ科学書の魅力を探る、書評対談エッセイ集。取り

上げた本は一般向けのものが主で、進化論や脳科学、

バイオサイエンス、科学史、宇宙開発関係、睡眠問

題など、多岐にわたる。軽妙な掛け合いと、満載

の科学スピリットが楽しい。

「科学書をめぐる100の冒険」/田端到・佐倉統

著/本の雑誌社

大井町プロジェクト（馬場章助教授研究室）の活動が本で紹介
　平成14年度より始まった、スーパーサイエンス

ハイスクール、サイエンス・パートナーシップ・プ

ログラムで行われているプロジェクトを報告。その

中で、大井町プロジェクトの活動「大井町のこども

たちが、日本科学未来館と出会うプログラム」が情

報学環の取組みとして紹介されている。

「スーパーサイエンススクール」/井上徳之・毛利衛

著/数研出版

FIT2003論文賞受賞（苗村研）
　苗村健助教授、

筧康明氏（苗村

研M2）、飯田誠

助手（工学系研

究科）が手掛け

た研究論文「イ

ンタラクティブ

な多人数用方向依存ディスプレイテ

ーブル Lumisight Tableの提案」が

9月10日～12日札幌で行われた第2

回情報科学技術フォーラムで、

FIT2003論文賞を受賞した。この

“Lumisight　Table”は、１つのディ

スプレイを囲んだ4方向にいるユー

ザーが、それぞれの向きにあった情

報を見ることができるというもの。

これまでは、ユーザーごとにディス

プレイを要したが、1つのディスプレ

イで複数方向の向きにあった情報を

映し出すことができる。発表原稿は

URL : http://secure.gakkai-

web.net/gakkai/fit/cd/html/

event/pdf/LK_012.pdf

松浦幹太助教授、江波戸謙氏
（松浦研M2）論文で賞受賞

　10月22～24日、東京で開催された

Network Security Forum 2003

において、「情報セキュリティ・マ

ネジメントの制度設計」田中秀幸助

教授（社会情報研究所）、松浦幹太

助教授共著がNetwork Security 

Forum 2003論文奨励賞、「情報セ

キュリティ分野における産学連携の

状況」江波戸謙氏（松浦研M2）、松

浦助教授共著が同佳作に選ばれた。

この賞は、このフォーラム開催にあ

たり、NPO法人日本ネットワークセ

キュリティ協会、日本セキュリティ・

マネジメント学会が、今後必要とな

る技術、管理・運用、法整備などネ

ットワークセキュリティ技術に関す

る論文を広く募集、その中から選ば

れたもの。

学環講話会「異能のひとシリーズ」
　10月に開催

された第9回学

環講話会は、テ

レビCM制作プ

ロデューサー中島信也氏を迎え、「楽

しいテレビCM」をテーマに話をして

いただいた。テレビCM制作を通し、

CG技術などが発展

していった過程や、

手掛けた作品を見な

がら、自身が「音楽」

を意識して制作して

きたこと、クライア

ントとの意識のずれなどの話をテン

ポよく紹介。続く第10回目の話者は、

韓国東西大学の金鐘棋（キムチョン

ギ）教授。「アジアのデジタル・コンテ

ンツ」をテーマに、今後は、アジアか

ら科学技術を使った芸術を発信し、

アジア各国が一緒

になって“アジアの

時代”をつくるた

めの構想、問題な

どを、参加者と共

に語り合った。

メルプロジェクトからのお知らせ
○公開研究会○

●2004年1月10日（土）「オルタナ

ティブなメディアの仕組みを構想す

る：視聴率問題を業界論としてでは

なく･･･」世間を騒がせたテレビ視聴

率の買収問題。そこからさらに枠組

みを広げ、オルタナティブなテレビ

のあり方を議論する。

●2004年2月11日（水）「メルプロ

ジェクト・シンポジウム2004を批判

的に構想する」3月のシンポジウムの

内容について、公開で批判的に構想

する議論を展開。時間・場所は、いず

れも午後3時～5時30分/情報学環暫

定建物2階会議室

○シンポジウム○

●2003年度東京大学大学院情報学

環メルプロジェクト・シンポジウム

「メディア表現、学びとリテラシー

2004」2004年3月6日（土）・7日

（日）東京大学弥生キャンパス一条ホ

ールにて。今回で4回目となるこの

シンポジウムでは、東アジア各地域

のメディア・リテラシーの専門家が一

堂に会する予定。

問い合わせ先：水越伸助教授　

shin@iii.u-tokyo.ac.jp

○ADC出展報告○

●2003年10月14～16日メルプロ

ジェクトから派生したメディア＆デ

ザイングループ「HIT！」とコミュ

ニティ・パブリッシングのメンバー

の協同により、第6回アジアデザイ

ン会議（ADC）に「PUBLICing（パブ

リッキング）」をテーマとして出展。

メディアとコミュニティに関する理

論的かつ実践的な新しい情報デザイ

ンのモデルをアピールした。

表現系プロジェクト研究会報告
　月1回程度、プロジェクト室で開か

れている表現系研究会、10月は、理系

から芸術へと研究を発展させ、現在、

メディアアートの研究と実践を行っ

ている児玉幸子氏（電気通信大学人

間コミュニケーション学科講師）、表

現系から理系の技術を使った創作活

動を行っている竹野美奈子氏（アー

ティスト）に話をしていただいた。

大学院時代に「磁性流体を用いたア

ート」で、共同作品を手掛けることに

なった経緯、学位論文執筆の苦労話、

また、2000年から共同で活動して

いる“Protrude, Flow”プロジェクト

の紹介と、現役で

活躍している“表

現系の先輩”の話

は、参加した学生

にとって良い刺激

になったようだ。

情報学環ワークショップ始まる
　情報学環・学際情報学府のスタッフ

の研究成果を、一般の方に紹介する

ために、ワークショップを開くこと

になった。「社会との環」を更に広げ、

深めていく場として、今後、年4～5

回開催する予定としている。第1回

目は、12月6日に開催。坂村健教授

が、「ユビキタス・コンピューティン

グがもたらす21世紀」をわかりやす

く解説。また、馬場章助教授は「大井

町プロジェクトの現在」を、プロジェ

クトに参加している加藤雅之氏（大井

町doカルチャー　ア・グ・リ）、児玉俊

也氏（大井銀座商店街振興組合常任

理事）と共に報告した。
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